	開催セミナー

	第１回　東京農楽マッチ勉強会

	日　時
	2018年10月13日 (土)

　　13:30～16:30
	場　所
	富士通ソリューションスクエア　蒲田
３階　会議室

	講　演　者

	　（一財）都市農地活用支援センター　林賢一氏　(株)農天気　小野淳氏

	タイトル
	～都市での農業について学ぼう～

	内容
	（一財）都市農地活用支援センター　林賢一氏
生産緑地法の改正や２０２２年問題についてお話し頂きました。
２０２２年問題とは、生産緑地法（都市部で農業をするために固定資産税や相続税の減免や猶予がある反面３０年の営農義務がある）の期限がきれる２０２２年に、３大都市圏に存在する約１万haの「生産緑地」が宅地となり、住宅が過剰に供給されることで

不動産価格の大暴落がおきるのではないかとの想定と、オリンピック後の景気後退を助長するのではないかとの懸念があるとのことであった。
その為に、生産緑地法の改正が行われ、防災やレクリエーションに積極的に利用してもらおうという方向が考えられていることを解説頂いた。
その後、農地の法律について活発な質疑応答がありました。
(株)農天気　小野淳氏
農ライフは誰でもがかかわることであるとの話からスタートされ、国立市にあるコミュニティ農園の紹介をして頂きました。その農園「くにたちはたけんぼ」では、
①企業・団体向け　貸農園　13区画
②親子　田んぼ体験
③多目的スペース　音楽ライブ　ピザ教室　どろんこ遊び、結婚式　忍者体験
④多彩な生き物たちとの触れ合い　羊　馬　にわとり　ザリガニ
が行われ、年間５０００名以上が利用しているとの事です。
昨年から、新たに古民家を借り地域子育て支援の拠点「つちのこや」として子育てを核として、まちと農をつなぐ活動を「NPO法人くにたち農園の会」で広げておられます。
その後、都市農地の可能性や農体験のニーズ、ストレス緩和医療での農作業効果、農業・農地の価値を広く伝えるメディア活用方法や海外への発信等、多彩な活動内容を紹介して頂き、そのアイデアや発想に参加者は、農のイメージを覆されたと感じた様です。

テレビの番組制作の仕事を経験された経緯から、キーワードの使い方、きわださせるコンセプト、発想の柔軟さ等、大変に勉強になるお話を頂きました。
詳しく知りたい方は、ぜひ著書「新し農ライフをデザインする東京農業クリエイターズ」（イカロス出版）をお読みください。
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